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目的　

ここ数年、福井県では全国の状況と同様にEHEC食中毒および感染症の発生件数が増加傾向で、人口10万当たりのEHEC発生届出も全国的に比較的高い（2008年：4位）状況にある。このような状況の中、福井県におけるEHECの累積株数は450株を超えたことから、14年間のデータを取りまとめたので報告する。
方法　
1996年から2009年に、県内の医療機関等で分離され当センターに分与されたEHEC331株および患者の濃厚接触者便から当センターにおいて分離したEHEC157株の、合わせて488株を用いた。菌株は、血清型別、VT型別およびKB法による薬剤感受性試験を実施した。異なる者から分離された菌株であっても、疫学調査から感染源が同一であると考えられ、かつ血清型、VT型、薬剤耐性および国立感染症研究所によるPFGE型別が一致する菌株は、同一菌株とみなして結果からは除外した。
結果　
O血清型別では、多い順にO157が269株（83.0％）、O26が35株（10.8％）およびO121が7株（2.2％）であった。また、血清型別の経年変化では、上下はあるもののO157は増加傾向で、稀な血清型もほぼ毎年確認された。薬剤感受性試験の結果、何らかの薬剤に耐性あるいは中間の感受性を示した株は77株（23.8％）あり、うち55株（71.4％）がO157であった。血清型別の耐性率では、O157が20.4％、O26が34.3％およびO121が57.1％で、O157以外の血清型の耐性率が高い傾向にあったが、経年変化をみると、O157の耐性率が増加傾向にあり、全体の耐性率を押し上げる結果となっていた。薬剤別の耐性率は高い順にABPCが66.2％、SMが48.1％、TCが42.9％で、経年変化では増加傾向であった。また、4剤以上に耐性を示す株も13株分離された。
考察

　最も分離の多い血清型である0157の薬剤感受性の経年変化では、耐性率および耐性数ともに増加傾向にあり、直近4年間の耐性株数の増加、特にABPC耐性株の増加が特徴的であった。また、EHECの治療に主に使用されるFOMに対して中間の感受性を示すO26株が2005年に1株分離されており、引き続き動向に注意が必要と考えられた。
